




















































































































































A ちゃんとは、週に１回 30 分の個別セッションを社会福祉施設内の音楽室（約 35 ㎡）にて
行った。このセッションは現在も進行中である。 
[セッションの目的] 









に用いて音楽療法士（以下 MT とする）と情動的やりとりができるようになることと設定した。 
[セッション方法] 




て」いくことから始めることにした。また、MT や CoMT の手を使って音を出す行為に対話とし
ての意味を持たせるために、A ちゃんが MT の手を鍵盤に落とすときには、それに合わせて MT
が歌い、CoMT の手を使うときには、CoMT が歌うようにした。さらに、聞こえてくる音や歌が






A ちゃんは、初めて会う MT に少し警戒しているようだった。ピアノの前に置かれた椅子に座







んは音に聞き入っていた。このあと A ちゃんは、反対側に座っていた CoMT の手をとり、無作為
に鍵盤を叩き始めた。CoMT は、不規則にポンと音が鳴るごとに、ハミングで音を一つ歌った。
繋げていくと一つのメロディーになるように、音程を変えて歌った。A ちゃんが MT の手をとっ









た。A ちゃんもまた、時折 MT の方を見ながら、音楽に合わせるように、ゆっくりと上を向いた
り、横を向いたりしていた。少しすると、CoMT の手を使って、ピアノの鍵盤を無作為に叩き始
めた。CoMT は、叩くタイミングに合わせて歌った。次に、MT の手をとって叩き始め、CoMT に
替わって MT が歌い始めた。A ちゃんは、CoMT の方を見た。なぜ、CoMT が歌うのをやめたのか
が分からないようだった。しばらく、MT と CoMT の手を交代に使いながら考えていたが、A ちゃ
んは MT・CoMT 二人の手を片方ずつ両手に持って、拍手をするように打ち合わせた。私と CoMT
の両方が一緒に歌った。これも不思議に思っている様子だった。何度も二人の手を打ち合わせ
ては、両側に座っている私と CoMT の顔を交互に見ていた。A ちゃんはこのようなやりとりを嬉





「こんにちはの歌」を歌おうとすると、A ちゃんは MT と反対の方を向いて静止した。MT はゆ
っくりと歌い始めた。A ちゃんは目を薄く開け、眩しそうな表情をして聞いていた。A ちゃんが
息を吸ったり、頭を動かしたり、体が揺れたときには、同じように「こんにちはの歌」のテン










A ちゃんの様子を映し返す音楽を始めると、大きく息を吸って CoMT の方へ手を伸ばしかけた
が、スッと引っ込め、両手を膝の上に重ねて聞き入った。MT は、I-IV-V の基本和音を使い、ハ





で和音を弾いた。そして、CoMT が MT と交代して歌うときにも、MT はそのまま和音を弾き続け























「こんにちはの歌」に合わせようとするかのように、A ちゃんは CoMT の手を掴んで鍵盤を叩
いた。A ちゃんの拍は、一定のテンポを保って打ち鳴らすものではなく、ときには拍と拍の間
に長い間空くこともあった。MT は A ちゃんの拍に合わせつつ、歌の流れを途切れさせないよう
に、多少 A ちゃんの拍と合わなくてもテンポが大きく揺れないように「こんにちは」の歌を歌






盤を打ち始めた。MT の手を使って鍵盤を叩いた後、CoMT の方へ手を伸ばしたが、CoMT は A ち
ゃんが、「自分が（セラピストの手を使って）拍を打ち、セラピストが歌う」というやりとり
がしたいためにピアノに戻ってきたことを見てとり、A ちゃんが自分の手でそれを試せるよう










音楽療法士の対応と A ちゃんの様子 
 
 















































































































































































表２ 音楽療法士の手を使った演奏での音楽療法士の対応と A ちゃんの様子 
およびセッション後半と「さようならの歌」での A ちゃんの様子 
 
 






















































































































































































































さらに、自分の行為に対する意識が高まり、A ちゃんは MT の手を使って自分が出す音と、そ
れに合わせて MT が歌うメロディとが関係していることにも気づいた。それによって、最初は単
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注 
（１）  本稿では、乳児の養育者を、性別に関係なく、母親と呼ぶ。 
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Thinking the Importance to Face-to-Face with a Child  
through Music 





This Paper explores the importance and the meaning of using music as a medium to face-
to-face with the inner state of a child. In order to face-to-face with a child in music therapy 
setting, music therapist needs to sense and feel how the child is experiencing the world and 
reflect it back to her through music developing into musical dialogue. However, the 
responses of a child should not be a mere reaction to musical stimulation but of which 
carries the meaning of personal relationship. The therapists’ role is to describe the inner 
state of the child through music and allow the child to hear herself in the music and become 
aware that music is related to his/her inner experiences. 
In this paper, I will look at mother-infant relationship and explore the effect of mother’s 
“reflecting” (Winnicott 1971) on the emotional development of an infant and consider how 
to create this “reflecting” through music in music therapy setting. Then, I will introduce a 
case study of music therapy with a child who had difficult relating to people, both musically 
and personally, and explore how the “reflecting” has led the child to acknowledge her own 
emotional state and began to seek for personal interaction. 
 
Key Words: music therapy, reflecting, mother-infant relationship, affect attunement,  
music therapist 
 
 
 
 
